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運★　     

　志津野にある経常山正武寺の本堂北西側にある墓地の最も奥に

 五  輪塔 が立っています。
ご りんとう

　竹腰正武は、尾張藩付家老で今尾（現海津市平田町）の領主で

あった竹腰家の5代当主です。 石  河 家に生まれ、竹腰家の養子と
いし こ

なり、尾張藩では4代藩主吉通から4代の間（徳川6代将軍家宣か

ら9代将軍家重）に仕えました。墓誌には「正武寺殿前城州朝散大

夫功厳義忠大居士神祗　当寺開基　宝暦九己卯（1759）年十二月

十日」とあり、正武の没年がわかります。

運 竹腰  正  武 侯本廟
たけのこし まさ たけ

（関市史跡　関市志津野）

　本堂の裏にある岩屋の中にまつられています。寺伝によれば、

源頼朝の分骨を納めたといわれていますが、塔の形式から室町時

代に造られたものと考えらます。非常に硬い花崗岩が使われ、当

時の石材加工技術の高さを現在に伝えています。

雲日竜峯寺 宝 
ほう

 篋 
きょう

 印  塔 
いん とう

（岐阜県指定文化財　関市下之保）

「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある方

に音訳（朗読）テープと点字による広報をお届けしています。
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【アクセス】　関市自主運行バス　わかくさ・富野線「小坂」

下車、徒歩約10分

　　　　　　東海環状自動車道・美濃ICから東へ車で約15分、

富加関ICから西へ車で約15分

豆知識　
五輪塔：五輪とは、地輪、水輪、火輪、風輪、
空輪です。それぞれ方、円、三角、半月、宝珠
形につくられています。日本では平安時代のな
かばごろから死者への供養塔あるいは墓標とし
て用いられました。

雲★　     

【アクセス】　関市自主運行バス・岐阜バス「高沢

観音口」下車、徒歩約30分

　　　　　　東海環状自動車道・富加関ICから

　　　　　　県道58号線を車で約20分

豆知識　
宝篋印塔：基礎の上に方形の塔身、その上に蓋、相輪
が置かれています。蓋には数段の階段があり、四隅
に馬耳形の突起が設けられるのが特徴です。本来は
宝篋印 陀  羅  尼 を納めるための塔でしたが、のちには

だ ら に

この特徴をもつ塔の名称となりました。


